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った。水 1L に対してハイター10mL を入れ撹拌してから，






































10分浸漬 3 3 1 2 2 2 3 2 3 1
10分叩く 2 3 1 3 3 3 4 4 3 2
10分付け3分吸引 4 3 2 4 4 3 3 4 3 1
10分浸漬 2 3 2 2 2 2 3 4 3 1
10分叩く 2 4 3 3 3 3 3 3 4 3
10分付け3分吸引 4 2 3 2 2 2 2 4 4 1
10分浸漬 1 2 1 2 2 3 2 4 3 1
10分叩く 2 3 2 3 3 2 3 3 3 1
10分付け3分吸引 4 3 2 2 2 2 3 4 3 1
ハイドロ８％+重曹+エタノール 10分浸漬 4 5 4 4 4 4 4 5 4 1
ハイドロ4％+重曹+エタノール 10分浸漬 3 5 2 4 3 3 3 3 4 1
ハイドロ2％+重曹+エタノール 10分浸漬 4 4 4 4 4 3 3 4 2 2
ハイドロ4％+エタノール 10分浸漬 4 4 2 4 4 4 3 4 4 1
塩素系漂白剤 30分浸漬 2 2 1 3 2 2 2 3 2 3


























4 種類の合成皮革を使用した。以下では塩化ビニル 2 種類























エタノール）で試料である合成皮革を 5 分間こすった。 
・有機溶剤の浸漬による脱色：有機溶剤（アセトン，エタノ
ール）をコットンに含ませて，試料の色移りした部分にの












































1) 榎本雅穂: 繊維製品消費科学, 49, 9, 594-602, 2008 
表 2  インジゴ還元液を試料に滴下した汚れに対する実験結果 
塩素系漂白剤 30分浸漬 2 1 1 2
10分浸漬 3 4 3 4
1分こする 3 5 5 4
10分浸漬 2 3 1 2
5分こする 3 5 3 4
10分浸漬 2 2 1 1
10分ハブラシ 2 3 2 2
10分浸漬 4 4 4 3
10分ハブラシ 2 2 3 1
10分浸漬 2 2 1 4
10分ハブラシ 2 2 1 4
洗剤+石鹸 浸漬 2 1 1 2







表 3  インジゴ染色布による摩擦汚れに対する実験結果 
塩素系漂白剤 30分浸漬 2 2 2 3
エタノール 5分こする 5 5 5 5
10分浸漬 2 4 3 4
10分ハブラシ 3 4 3 4
10分浸漬 3 2 2 3
10分ハブラシ 4 5 5 4
洗剤 浸漬 1 2 2 3
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